
島根県安来市産材 KUMINO ストーリー

～先人たちの SDGｓ～

「ハガネの街」安来市は中国山地へとつながる大河と天然の良港に恵まれ、昔からたたら製鉄

の港町として発展しました。今では安来ハガネとして世界的に有名なブランドを持ちます。

中国山地では良質な砂鉄がとれることで、古よりたたら製鉄と言われる独特の製鉄技術が発展

しました。この地安来市においてもたたら場が数多くありました。

この製鉄産業には木炭が大量に必要でした。よって製鉄産業と共に木炭産業も盛んで多くの

木材が使用されました。年間６０回の操業で生木５０ｔ・森林面積６０ha 分の木材が使用され

ます。これは甲子園球場１５倍分相当になります。これほどの森林資源や鉱物資源を使ったの

にも関わらず、我々の住む故郷の森は今でも豊かです。なぜでしょうか？木材だけではありま

せん、大量の土砂も必要としたため広大な面積の山をも崩しています。

先人たちはただ自然資源を使うことだけで終わることなく、きちんと森を守り切り崩した山

を棚田に変え現代にまで残してくれています。（奥出雲・仁多米は有名）このような持続可能

な社会、文化生活の構築をSDGｓという言葉のない当時の先人たちはすでに当たり前に行って

いたことがよくわかります。

たたら製鉄や安来市の歴史の背景とともにSDGｓの理念や資源の流用性、循環型林業の世界

を感じ自然環境保護へと興味関心を持つことにつながり伝えていきたく、安来市産材のつみき

を KUMINO 工房様とコラボし作りました。遊びの中で是非この伝統技術や生まれた文化、森

林について感じ取っていただけると幸いです。

「オハグロスギ」について

土壌に鉄分が多いことから稀にドス濃い赤みを帯びた杉になるのではといわれています。この

杉を我々はお歯黒杉と呼んでいます。安来市産 KUMINO の商品にラインナップされる「オハ

グロスギ」はこのような由来です。※自然産物のため科学的な根拠はありません。

「オハグロスギ」は紫外線を浴びたり、日にちの経過とともに濃い色見から杉本来の赤身へと

色落ちしていきます。この色の変化も感じ取っていただけます。

「杉・桧」は赤身・白身が混ざります。
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